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骨髄バンク命のアサガオにいがた                     2010 年 12 月 発行 

 

 

 

 

 

 

 

 

骨髄バンク推進全国大会 2010 in 新潟 開催 
骨髄バンク推進全国大会 副実行委員長 高野 豊 

 9 月 12 日（日）新潟市民プラザ（NEXT21）に於いて、骨

髄バンク推進全国大会が開催されました。今年、新潟では初

めての開催となりました。骨髄バンクを知らない人でも気軽

に参加ができて、骨髄バンクとはなに？少しでも知ってもら

えるように県内 4 団体のボランティアさん、財団関係者、県・

市の関係者たちが実行委員会を立ち上げいろいろな案を出し

合い検討・準備が進められました。前日からの大雨で、交通

機関がマヒするなどアクシデントがありましたが、多くの来

賓、全国からのボランティアさん、地元一般市民のご協力を頂いて、350 人（財団発表）の方々に

お集まり頂き盛大に終了することができました事、心より感謝いたしております。 

第一部の式典では、来賓の挨拶に続き財団の事業報告を終え、新潟県内で骨髄バンクを長年支援

して頂いている企業や、ボランティア活動にご協力を頂いている各学校など、23 団体に感謝状が贈

呈されました。最後に斉木翔太君が、ドナーへの感謝の気持ちを読み上げました。 

 第二部のイベントでは、新潟ジュニア合唱団の歌に続いて、アスリートによるトークショーを行

いました。トークゲストにアルビレックス新潟の内田潤選手、プロスノーボーダーの荒井’daze'

善正さん、神戸大会マラソン優勝者の深尾真美さん、県立がんセンター新潟病院内科医長の廣瀬貴

之先生を迎え、各々骨髄バンクへの思い、体験などお話を伺い、骨髄バンクを知らない人達にも、

ご理解いただけたのではないかと思います。お客さん全員参加の○×クイズを行なったのですが、

お目当ての巨人軍選手のサインボールや、内田選手のサイン入りスパイクをかけて、みなさん真剣

に挑戦していました。皆さんにご協力を頂いて、

新潟開催の歴史が残ること大変嬉しく、ありがた

く思っております。イベントに関わって下さった

皆様本当にお疲れ様でした。そしてこれからもが

んばる力を頂きました。ありがとうございました。 
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骨髄バンク推進全国大会 2010in 新潟  野本靖博 

 

9 月 12 日は、私にとってボランティア初体験の日となった。 

何かしらボランティアに参加したいと思い始めて 10 年の歳月が過ぎ、五十の余を迎え、行動力の

なさを痛感。今回、参加に至ることができたのは“人づて”友人の熱意ある活動に応える形となっ

た。人づてそれは言葉・気持ち・そして魂！ 

IT 氾濫の中において、私が大切にしていきたい根幹。振り返って思うのは奉仕したというよりも、

ボランティアしてもらったというのが素直なところです。野球少年にステージ裏で会うことができ

た。オーラが違っていた。生き続けられる事の喜び、大いなるエネルギーを貰うことができた。 

確かに！そしてあの日、あの空間で時を同じくすることができた全ての人に感謝！ 

*************************************************************************************** 

 

ギャラリー木り香 開館 1周年記念の集い「音楽とお話を聞く会」 

伊藤秀子 

5 月 5 日、それは緑したたる五頭山麓の大自然の中にあるメルヘン調のギャラリーでした。 

なんということでしょう。桜吹雪が私達の頭上に舞い下りてくるではありませんか。 

至る所に木の香りのする木
き

り香
か

です。村上さんの好意で一

周年記念に私達の手作り品も仲間入りさせていただきまし

た。丹後さん、高野さんが息子を白血病で失った悲しみと

命の大切さを話してくれました。かけがえのない命、生き

たかったであろうその子の想いが、何回聴いても私の心を

悲しみに一杯にします。知らない人のためにドナーになっ

て命を救うということは、なんと崇高なことでしょう。ド

ナーになれない私達は活動資金のため手作り品をつくって

販売しております。いのち、優しさ、平和ということを考えさせられた一日でした。 

******************************************************************************************* 

 

聖籠町公民館 説明員 実地研修にあたり  駒口亮太   

                           

10 月 11 日、ドナー登録説明員の実地研修を行って参りま

した。正直なところ私自身の知識不足と、ドナーへの未登

録という点から、資格取得への抵抗がある中での参加でし

た。この度のドナー登録希望者の方達はまず、ＤＶＤを見

て下さったので、为な仕事として登録への意志確認・ＤＶ

Ｄの説明の補助・事務手続きの手伝いとなりました。（ＤＶ

Ｄさまさまです。）希望者には４０代男性二人組や、若い为

婦また、残念ながらお断りしなければならなかった方もお

られましたが、皆さん人のためにと思い、登録会場へ来てくださった方達ですので、直接触れ合え

たことは私にとってとても良い経験となりました。またせっかくのこの機会にと、遅ればせながら

私自身も登録を行いました。まだまだ経験も知識も足りませんが、少しずつお役に立てることが増

えればと考えております。 

http://inochinoasagao.com/event2-2.html
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陸上自衛隊新発田駐屯地 初めてのドナー登録会  細矢八千代 

 

今年の夏は…暑い。そんな猛暑の 7月 21日・28日の 2日間、

新発田陸上自衛隊のドナー登録会に参加させて頂きました。自

衛隊員の貴重な昼休みに時間を頂き初めての登録会でした。外

でハードな訓練をしている隊員さんのほとんどは、コンビニに

直行でした。ドリンクやアイスなどで疲れた体を冷やして、い

つのまにか、私の口から出た言葉が、「登録お願いします！」

が「お疲れ様です」に代わってきたのに気づきました。私たち

だけ、クーラーの効いている 涼しい所からの呼びかけでは心

が通じないかも…と、考えながら 21 日の登録説明会は４名で

した。2回目、28 日の登録会（献血併行）には、UX テレビが

取材に来ていました。昼休みの時間の少ない中、当日９人凄

い！！一人の登録手続きに、説明員二人ずつ付き、手際良くや

れたことは、今後の参考にして行けたらと思いました。私自身、

人が大好きで少しでもお役に立てればと、説明員の資格を取り、

今は多くの人の出会いに感謝しています。今回の貴重な体験を、

次回に生かし、より多くの方が登録に協力してくださるように改善していけたらと思いました。 

 

 

骨髄バンク意識調査アンケートのご協力ありがとうございました！ 

 
   昨年全国骨髄バンク推進連絡協議会は、宮城大学と共同で、骨髄バンクのドナー登録や、 

骨髄提供に関する市民意識の調査を行ないました。回答総数 4,082 人※内当会分 1,800 人 
以下、アンケートの結果です。 
 
≪ 普及啓発については、社会に向けた情報発信が不十分なことで、ドナー登録が伸び悩ん 
でいる原因になっている可能性が浮き彫りになった。≫ 

 
  ＊ドナーの骨髄を、移植を必要としている患者に届ける為には… 
   ○1  市民に骨髄移植・骨髄バンクについて正しく理解をしてもらう。 
   ○2  提供を希望する人にとってドナー登録しやすくする。 
   ○3  ドナー候補者になったときに提供しやすい環境をつくることが必要である。 

◆骨髄提供を考える市民側にとってはまだまだ十分な状態に達していない事が明らかとなった。 
 
   骨髄バンクが発足して 20年目を迎えるにもかかわらず、1997 年に意識調査を実施した時点 

からあまり改善されていないという現実は、従来の取り組み方では課題の根本的な解決は難し 
いことを示している。結果からドナー登録拡大のための方策についても方向性を示すことがで 
きた。ここで示された方向性を具体化していくことで、骨髄移植を必要としている患者にしっ 
かりと骨髄が届けられるような骨髄バンクに進化することを期待したい。 (資料から抜粋) 

 

 

     命のアサガオが遠い海外まで広がりきれいな花を咲かせています 

    ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
パナマ日本人学校の教頭先生が、10 年前、岐阜で命のアサガオをもらい学校で植えて

育てていたそうです。その教頭先生が 2年半前にパナマに赴任し、学校で児童生徒と共
に育てています。昨年、そして今年と、命のアサガオアは熱帯のパナマでも多くの花を
咲かせています。 
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ご寄付を頂いた方 

＊寄付金 2010 年 4 月 ～10月   敬称省略 順不同                                                               

（個人）藤田ヒロ子／長津栄佐子／小越ゆみ子／山田静子／吉田順子／田邉正広／山内千晶／八道昌恵／横田豊三郎／白木敦子 

 永田智子／若山益子／小濱友見／小山光秀／福壽真一郎／丹後鉄雄／長谷川武・恵美子／山本英夫／庄司恭子                      

（企業・団体）情報労連新潟県協議会／(株)グリーンプラザ／NPO 法人自然を愛する会 JOC／㈱伊藤園新潟西部支店  

(株)The 保険プロ／社会福祉法人新潟県共同募金会／(有)長谷川不動産センター／村上地域振興局健康福祉部／(株)福田組  

新潟県社会福祉協議会／佐渡地域振興局健康福祉環境部／(株)グリーンプラザフレンズ／せーばなる実行委員会 

 

 

＊寄付品 2010 年 4 月 ～10月   敬称省略 順不同          

（個人）笹川綾子/吉田トミ/渡辺津枝子/山口洋子/野沢裕美子/松原ヤス子/長原百合子/原田裕子/堤昌子/岩佐弥子/平丸紀子/清水 

福元和子/金子房江/福田より子/中野勝博/永井明香・凛和/亀岡点/斎京子/高橋和美/武井隆一/矢口剛/柴谷春子/皆川すが/小林義昭                        

（企業・団体）(株)日本標準出版事業部図書編集課／岐阜骨髄献血希望者を募る会高山支部／高山市立江名子小学校 3年 2組  

山形市立山寺小学校／胎内市立中条中学校／骨髄バンクを支援するいばらきの会／粟島浦村役場／NPO 法人関西骨髄バンク推進協会 

血液疾患と歩む患者・家族の会まろまろ／骨髄バンクチャリティーコンサート実行委員会／(株)テレビマンユニオン(B1-E) 

須賀川市立第三小学校／埼玉県日高市立高萩小学校 5年 2組／宮城骨髄バンク登録推進協議会気仙沼支部 

福島県福島市立水原小学校第 1学年／柏崎市立南鯖石小学校 PTA／骨髄バンクを支援する会／とちぎ骨髄バンクを広める会 

 

 

                

                                

                                  

                        

                 

 ドナー登録数 移植数 提供数 患者登録数 

全国 372,433 12,324 12,328 2,813 

新潟 9,920 185 226 22 

     

 

活 動 の 記 録 

 

 

*各教育委員会（新潟市/燕市/三条市/加茂市/田上町/胎内市）へ種を届ける 

*胎内市立胎内小学校 命のアサガオの種贈呈式 取材報道あり 

*いわき市立磐崎中学校｢命のアサガオの故郷を訪ねて」が、第 3 回須

賀川 国際短編映画祭で準グランプリ獲得 

*財団全国大会チラシ・ポスター設置・掲示依頼 

*NPO 支援財団研究会シンポジウム in 新潟参加 

*寄附金付自販機販売促進同行  

*献血並行ドナー登録会・休日登録会・説明会・説明員実地研修 25 件 

*イベント(骨髄バンク支援音楽隊など) 2 件 

*メディア出演・取材協力 17 件 

*語りべ事業（丹後まみこ 10・高野由美子 6）16 件 

*その他会議など 4 件 

            

編集後記  
HPを開設してから、お問い合わせが多く寄せられて、

ネットの力はすごいなぁ～と、ひしひしと実感いたしてお

ります。若い会員も増え、やる気に満ち溢れています。 

当会が設立して 12 月 1 日で 2 年を迎えました。今後と

も変わらぬご支援をよろしくお願い致します。 

 

＊会費納入のご案内 

■正会員・賛助会員 

（個人）1口  2,000 円 

（団体）1口 10,000 円 

＊振込方法 

ゆうちょ銀行振込口座 

【口座番号】 00570-5-60728 

【名義】  

骨髄バンク命のアサガオにいがた 

＊他金融機関からの振込方法 

【店番】059 

【貯金種目】当座 

【口座番号】0060728 

＊連絡先 

丹後まみこ 0254－44－8010 

高野 豊   0256－52－1113 

 

http://inochinoasagao.com 

☆ご支援よろしくお願いいたします☆ 

H 22 年 4 月～10 月までの活動(本紙掲載以外のもの) 

日本骨髄バンクの現状 （平成 22年 10月末現在） 


